
自動車からの微小粒子状物質等に関する対策について
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国内におけるPM2.5環境基準の達成率状況（平成29年度）①

＜一般局及び自排局における環境基準達成状況の推移＞

平成29 年度の夏季は、平成28 年度の夏季と同様に冷夏となったため、光化学反応による二次生成粒子の生成が抑制されたこと、秋
雨前線や超大型台風の影響で降水量が多かったことが低濃度の要因として挙げられる。

また、平成29年度の冬季は、全国的に寒冬となり、特に関東地方で晴れの日が多く、暖冬となった平成28年度の冬季よりも風速が弱
かったため、夜間の接地逆転層により国内起源の大気汚染物質が下層に蓄積され、高濃度となる日が多くなったと考えられる

また、国際的に見てみると、中国の年平均濃度は低下傾向にあるものの、近年、減少の程度は緩やかになっている。

全測定局のPM2.5の年平均値は、一般局で11.6μg/m3、自排局で12.5μg/m3であり、平成25年度以降緩やかな改善傾向である。
平成29年度の環境基準達成率は、一般局で89.9％、自排局で86.2％であり、平成28 年度と比較して、一般局は僅かに改善したが、

自排局はやや低下した。

＜日中韓におけるPM2.5 濃度（年平均値）の推移＞

＜微小粒子状物質の年平均値の推移＞
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各地方における環境基準の達成状況について、、関東地方、関西地方の主に都市部で環境基準を達成していない地域が見られる他、中
国・四国地方の瀬戸内海に面する各県（一般局：50 %から83.3 %、自排局：0.0 %から100 %）、九州地方の各県（一般局：62.5 %から94.1 %、自排
局：0.0 %から100 %）では依然として環境基準達成率の低い地域がある。関東地方の環境基準非達成局は都心部に分布しており、他の地域
と比較して自排局の数が多く、中国・四国地方の環境基準非達成局は瀬戸内工業地域や瀬戸内海に面する地域に分布しており、長期基準
と短期基準の両方とも非達成の測定局が多い。また、九州地方は長期基準値を超過している測定局が多い。

＜PM2.5 環境基準達成状況（○：一般局、□：自排局）＞

＜PM2.5 濃度の年平均値＞

国内におけるPM2.5環境基準の達成率状況（平成29年度）②
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一般環境大気測定局及び自動車排出ガス測定局の比較（平成29年度）

一般局に比べ、自排局
の方が、比較的高濃度で
あり、年平均値の環境基
準である15μg/m3付近の
濃度の測定局が多い。

PM2.5年平均値のヒストグラム

地点分類別成分割合

ECは、一般的に燃料の
燃焼により発生する物質
（スス）であり、自動車から
も排出される。
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5
（出典：第9回微小粒子状物質等専門委員会（平成31年3月25日開催））

PM2.5等大気汚染物質排出量

平成27年度の一次粒子としてのPM2.5の総排出量は12万トン、このうち、自動車排出ガスからの排出
は1万1千トン。

NOxについては、総排出量は180万トン、このうち、自動車排出ガスからの排出は42万トン。

（一次粒子）
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PM2.5対策に係る検討・実施スケジュール

（出典：第9回微小粒子状物質等専門委員会（平成31年3月25日開催））



日本
（2018年基準）

中国
（2017年基準）

韓国
（2019年基準）

米国
（2019年基準）

ＥＵ
（2017年基準）

ガソリン車

排出ガス
規制値

PM
（g/km）

0.005(直噴) 0.0045(直噴) ※ ※ 0.0045(直噴)

PN
（♯/km）

－ 6.0×1011(直噴) － － 6.0×1011(直噴)

ディーゼル車

排出ガス
規制値

PM
（g/km）

0.005 0.0045 0.0045 ※ 0.0045

PN
（♯/km）

－ 6.0×1011 6.0×1011 － 6.0×1011
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日・中・韓・米・欧の乗用車排出ガスPM・PN基準の比較

試験法

G/D共通 G/D共通 米の試験法 G/D共通 G/D共通

WLTP（Ex-Highを除く） NEDC（過去に欧州で採用）

G
独自試験法 WLTP（Ex-Highを含む）

WLTP（Ex-Highを含む）

D Ex-High

※:複数の規制値とモデルイヤー毎のPM基準適合車両の販売割合を定めており、メーカーはこの割合に従い、各基準値に適合した車両を販売する必要がある。



PM質量計の測定限界について

0.4～0.5mg/km
（欧州PN規制相当を換算した値）

0.62mg/km
（米国2025年PM質量規制値）

1.9mg/km
（米国PM質量規制値）

5mg/km
（国内PM質量規制値）

乗用車

1mg/kWh
（欧州PN規制相当を換算した値）

10mg/kWh
（国内、欧州PM質量規制値）

13mg/kWh
（米国PM質量規制値）

重量車

測定可能測定の正確性、再現性が不明（※）

測定可能

欧州PN規制値6.0×1011#/ｋｍ

欧州PN規制値6.0×1011#/kWh

（測定機器メーカーヒアリングより）

（測定機器メーカーヒアリングより）
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測定の正確性、再現性が不明（※）

（※）米国では、0.63mg/km（1mg/mile）のPM質量について、米国の試験サイクル（FTPサイクル）における測定の正確性、再現性を検証中。



PM質量とPM粒子数の相関

全体として、PM質量とPM粒子数（PN）の間には、強い相関が見られる。
このことからPM粒子数とPM質量の一方の規制を強化することにより他方も低減する

ことが可能と考えられる。

9

（参考）
国内のPM規制値：5mg/km
欧州のPN規制値：6×1011#/km

ガソリン、ディーゼル乗用車におけるPM,PNの排出量データ

（出典：環境省過年度調査）



PNの測定法について

不揮発性粒子＋揮発性粒子不揮発性粒子

加熱希釈器 (PND1) 
揮発性粒子の形成防止

蒸発管 (ET)

揮発性粒子の蒸発

冷却希釈器 (PND2) 
冷却・再凝縮防止

粒子数カウンタ(PNC)
通常、凝縮式粒子計数器

(CPC)が用いられる。

分級器 (PCF)
粗大粒子の除去

希釈トンネル(CVS Tunnel)

揮発性粒子除去装置 (VPR) 

揮発性粒子除去装置（VPR:Volatile Particle Remover）で揮発性粒子を除去し、粒子数
カウンタ（PNC）で不揮発性粒子を測定している。 10


